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所 長 式 辞
国立極地研究所創立10周年記念式に当 り,ひとことご
挨拶を申し述べます.













用機関として国立極地研究所が設置された ので あ りま
す.
当研究所が創設 されました時か ら,南極大陸にある昭
和基地の施設は国立極地研究所の附属施設 とな りま し
た.東 京にある研究所本所 と南極現地 とが一体 となって
行なう極地科学の研究態勢を築きあげて行 く途上では,
い くつもの試行錯誤を重ねましたが,今10年の歳月を経
てようや くその基礎固めができたものと考 え てお りま
す.
研究活動の面においては,極 地超高層物理学,極 地気

























で当研究所 としては,こ の2本 の柱をうまく調和結合す
ることに努力を重ねてまいりましたが,まだ数多 くの未
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平 沢 威 男
第25次隊 はf列{ドよ り11[.i]ii'い11月14U匁i鶴川[協力　ttし,',
せ"で 晴 海 か ら出港 す る,我 が 隊 の 任 務 は 観 測船 が"バ,
じ"か ら"し らせ"に 代 わ る こ とか ら,以 前 よ り少 々 多
岐 に わ た る こ と とな る.
越 冬 観 測 は 基 本的 には23次隊 か ら始 め られ た3つ の 観
測 計 画,中 層 大 気 総 合 観 測 計 画(MAP),東 ク1一 ンモ
ー ドラ ン ド研 究 計 画 ,沿 岸 生 態 系 に お け る 生 物 生 産 の基
礎 研 究(BIOMASS)　を 引 き続 い て 実 施す る と とも に,
23次・24次隊 に よ っ て建 設 され た新 発電 棟 内 に200kVA
発 電 機2基 を設 置 し,そ の周 辺 工 事 を 含 め,昭 和 基 地 の
新 電 源 シス テ ム を完 成 させ る 予定 で あ る.
MAP討'画 で は,19次隊 以 降 休 止 され て い た ロ ケ ッ ト
に よ る観 測 を再 開 す る こ とが25次隊 の主 要 な テー マ で あ
る.ま た,設 置 以 来10数年 を経 て老 朽 化 した ロ ケ ッ ト地
上 設 備 の うち,レ ー ダ ー ・テ レメ ー タ ー受 信 装 置 お よび
ロ ケ ッ ト管 制 盤 な どが 更 新 され,新 規の 機 器 が設 置 され
る.そ れ に伴 う作業 が25次隊 夏 期 間 の大 き な作 業 の 一 つ
とな ろ う,東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド研 究 計 画 で は,"し ら
せ 氷 河"源 流 域 の 組 織 的 な調 査 が 日本 隊 と し ては 初 め て







隊の新たなテーマとしては,飼 育実験装置 が持 ち込 ま
れ,魚 類および海洋生物の飼育が昭和基地生物研究施設
で行なわれることとなっている.その他の越冬観測とし
ては,例年実施している気象 ・電離層 ・極光 ・地震 ・潮
汐の定常観測を行なうとともに,航 空機による各種観測
が実施される.





























第25次 南 極 地 域 観 測 隊 員 名 簿
氏 名 矯 晶)H



























山 上 安 広24.8.9
小 野 高幸25.8,5
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西 澤 廣 紀i27・3・1
野 元 堀 隆i27.3.10






























































































(文部 教 官)福 岡
(〃)茨 城
(文部 技 官)兵 庫
;礪官麗:{欝・・ミ
(文部 技 官)北 海道1
(〃)東 京























〔日本 電信 電 話 公社 銚 子 無線 電 報 局)(文 部 技 官)東
理1喜 佐 美 芳 美[9.8.181〃(㈱ 二 幸総 務 部)(〃)栃









療 鈴 木 紀行23.10.8
空
談 営 一 般
渋 谷 浩31.2.4
郡 司 正 雄24.11.9
長 崎 啓 文24.8.7
谷 口 尚史31.4.14
竹 内 貞男9.12.24















































白 石 和 行.23,9.28
〃 船木 實
生物鰍:谷 ・ 旭












17.7.13東北 大 学 農 学 部
30.12.30
資料系
属 本 籍 隊 経 験
(文部 教 官)東 京21次 越冬
(海上保安官)静 岡
(〃)鹿 児島
(文部 教 官)大 分













昭 和58年 度 外 国 基 地 派 遣 者 名 簿
O外 国共同観測派遣者(マ クマー ド・サ ウン ド地域)
鰯 言ほ..名.閂翻捏 所
地 震 学!神 沼 克伊112.6.1国 立極地研究所研究糸
屑 本 籍
(文部 教 官)神 奈川
火山物理学i植 木 貞人223.7.15.東北大学理学部北上地震観測所(〃)岩 手




















今 年 の 国 際南 極 氷 床 観 測 調 整 会 議(IAGP　Coordinat・
ing　Council　Meeting)は,アメ リカ,シ カ ゴの 隣 り,
エ ヴ ンス トン市 に あ る ノー ス ウ ェス タ ン大 学 で,6月24,
25の両 日 に行 わ れ た.会 議 の 正 式 の 構 成員 は加 盟6ケ 国
か ら設 営 担 当,科 学 担 当 各1名 で,我 が 国 か らは1980年
の 加 盟 以 来楠 教 授 と筆 者 が メ ンバ ー とな っ て い る が,今
年 は楠 教 授 は都 合 で 出席 され ず,筆 者 が 国際 研 究 集 会 派
遣 旅 費 を頂 戴 して 出席 した.他 の 国 も1名 参 加 の と ころ
が 多 く,2名 参 加 した の は オ ー ス トラ リア(W.　 Budd,
4
N.　Young),米国(R.　Cameron,　U.Radok)で,フラ ン
ス　(C.　Lorius>,　英 国(D.　Drew[y)　,　日本 が1名,ソ 連
は参 加 な し とい う状 況 で あ った,他 に英 米 仏 か ら,2,
3名 の オ ブ ザ ー バ ーが 随 時 出席 し て いた,
会議 は幹 事 のYeungに よ っ て準 備 され て きた が,両
日の 会 議 そ の も の は前 の幹 事 で あ ったRadokが 議 長 に
選 ばれ て進 行 した.こ の 会 議 の:目的 は,十 数年 前 か ら
行 わ れ て い る東 南 極 の 雪 氷 学 共 同 研究 の連 絡 調整 に あ る
の で,先 ず 各 国 代 表 か ら そ れ ぞ れ 用 意 して きた報 告書
(national　report)　に も とつ いて 過 去1年 間 の 活動 報 告 と
将 来 計 画 の 紹 介 が 行 わ れ た.各 国 固有 の活 動 を詳 し く述
べ る 紙 数 は な い の で,共 同研 究 の 目ぼ し い もの を紹 介 し
よ う.
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フランスと米国が共同で行ってきた ドームCにおける
氷床深層掘削は約900mま で掘って休止中であるが,























































































IAGA関係は2週 間の会期中を通し,連 日い くつかの
シンポジウムが開催された.ま ず,　IAGAの開会式で
は,永 田所長のIAGAへ の永年の功績に対する顕彰が
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あ っ た.極 地 研 関係 者 は ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン で,昭 和基
地 を 中心 に得 られ た 成 果 を発 表 した,論 文 を発 表 し た福
西,佐 藤 両助 教授 、 山 岸助 手 が 出席 で きなか った の で,
神沼 が代 行 し た.
会 期中,多 くの 会合 も開 か れ た.総 会 の 前1の8」]13～
14「1はIAMAPと　MAPの 合 同 会 議 が 開 か れ,永 田 所
長 と神沼 が 出 席 した.さ らに二 人 はIAGAの 「南 極 研
究 の地 域 別 委 員会 」,南 極 科 学 委 員会(SCAR)の 「固 体
地 球 物 理 作 業 委 員会 」 な どに も出 席 した.ま た,楠 教 授
はSCARの 「南 極 気 候 変 動 デ ー タマ ネ ジ メ ン ト」 の 検
討 会 や 「雪 氷 作 業 委 員 会 」 に 出 席 した.
会 期 中 の25,26の両ll,　ハ ン ブ ル グ港 で 西 ド イ ツ の
砕 氷船 「ボ ー ラー ・シ ュテ ル ン号 」 が 公 開 され た.全 長
118m,最大幅25mの ホー ラー ・シ ュテ ル ンは.「し らせ」
よ りひ とま わ り小 さ な感 じで あ る が.全 体 がず ん ぐ り と
し,前 甲 板,後 甲板 に 大小 四基 の ク レー ン が あ る,砕 氷
海 洋観 測船 で あ る,白 と黒 の船 体 は,オ レ ンジ系 統 の 船
体 を もつ 「ふ じ」 や ア メ リカの 「グ レー シ ャー 」,「ポ ー
ラ ー ス タ ー」 な どを見 慣 れ たBに は,や や 違 和 感 が あ る.
氷 海 で見 れ ば,こ の 感 じは も っ と強 い で あ ろ う.
ヘ リコ プ タ ーは 小 型 機1機 な の で,ヘ リポー トは 小 さ
く,そ の 分,海 洋 観 測 の 諸 設 備 が 後 甲 板 を 占め て い る,
地 震 探 査,磁 気 探 査 な どの 地 球 物理 観 測,海 底 堆 積 物 の
採 集 装 置,生 物 観 測 の 諸 設 備 な ど,充 実 した 観 測 施 設 は
「し らせ 」 を は る か に凌 駕 す る もの で あ っ た.
広 い ブ リッ ジ,居 心 地 の 良 さそ うな 居 室,プ ー ル 付の
ジ ムを 見 せ られ,永 田所 長 と も ど も,た め息 を つ い た.
こ れ だ け の 船 を40名の船 員 で操 作 し.科 学 者は60名ま で
乗れ る との こ とで あ った.
ともあれ,各 国の研究者との交流を含め,最新の研究
発表}こふ れ,情 報 が 得 られ,1




観 測 隊 便 り
一 策24次越冬隊の近況
8.9)1とあ ま り良 い 天 気 に 恵 まれ ず,加 え て気 温 が 高
か った た め に海 氷 状 況 が 悪 い もの の,冬 の 間 整 備 した雪
上 呼〔の 調 子 も良 好 で,隙 々 に 長 く な る 日照 時 間 と とも
に,本 格 的 な 野 外 観 測 の 準 備 に 入 っ て い る.
冬 明 け に 出発 が 計 画 さ れ た セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 脈,や
ま と山 脈 調 査 の た め の,燃 料 及 び観 測機 器等 の とっ つ き
岬 へ の デ ポ を9月 中 に終 え,10月1日,[ll尾隊 員 を リー
ダー とす る8名 に よ る 調 査 隊 が 出 発 した.
また,海 氷状 況 の悪 化か ら,ス カ ー レ ン地 域 で の調 査
は で き な か った ものの,ス カ ル ブ ス ネ ス,向 い岩,画 才
'グ ル 島 で 生 物 関 係 をtl・心 とす る調 査 も順 調 に進 んだ .
み ず ほ 基地 で は,成 田,岩 下,馬 場 の3隊 員 に よ って
運営 さ れ て きた が,新 しい メ ンバ ーの 引 き継 ぎの 準 備 も
ほ ぼ完 了 し,到 着 を待 つば か りで あ る.
昭 和,み ず ほ 両 基地 レち,全 員 隊 員の 健 康 状 態 も良 好




家 族 会 終 了 後 講 堂 で 記 念 撮 影
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の4月 に帰国 した夏隊員の撮影 したスライドが上映され


















月 例 報 告(7月 ・8月)
7月 は 全 般 的 に天 気 が 悪 く,.ド旬 に入o　ve.[L]があ り,
昭 和 基 地 も雪 化 粧 を した.8月 に 入 っ て か ら は,10U
ま で は非 常 に よ い天 気 に恵 ま れ,気 温 も連 日 の よ う に
一30℃以 一ドとな った .し か し,11,12i|と昭 和 基 地 を襲
ったA級 ブ リザ ー ド以 後 悪 天 の 連 続 とな1),気 温 も高 温
が続 いた.こ の た め 海 氷 は 柔 か くな り,航 空 機駐 機場 周
辺 や 氷山 近 くの 海 氷は 航 空 機 や 吹 溜 りの 積 雪 の重 さの た
め に沈 下 し,　-ltfl;は破 壊 され,表 面 積 雪 は 広 い 範 囲 に わ
た っ て シ ャ ーベ ッ ト状 に な った,
観 測 報 告
雪 氷:み ず ほ 基 地 での 中 層 掘 肖11は,411,1mに達 した
とこ ろ で掘 削孔 の縮 み が で て き て,掘 削 が 困 難 とな った
た め24次隊 と し ての 掘 削 は中11:した.以 後 の掘 削 は25次
隊 に引 継 ぐこ と とな った.採 取 した コア の 一 部 を 用 い て
精 密 な密 度 測 定,含 有 空 気 五{:測定,薄 片 に よ る結 品形,
気泡 の形 態 観 察 を 行 った.ま た,今 回 掘 削 した 穴 を 利 用
して208m深 ま で弾 性 波 検 査 を 行 い,掘 削 孔 の 温 度 分
布 も測 定 した.ア イス レー ダ ー テ ス ト は,大 陸 氷 床 の
H64まで 行 なわ れ,良 好 に作 動 し,反 射 エ コー を ビデ オ
カ メ ラで 録 画 したが 極 め て有 効 で あ った.
領 空 系:西 オ ン グル テ レメ ト リー 基 地 に お い て,7月
27口～281i[こか け て充 電 を行 った が,終 了 直 前 に 水 素 ガ
ス に電 気 火 花 が 引 火 し爆 発が お こ り,バ ッテ リー 等 は 使
川 不 能 とな り,バ ッテ リー室 の 天 井 笠 も一 部 破 損 した.
しか し,空 気6「i層電 池 を用 い て テ レ メ ト リー作 業 は 中 断
な く行わ れ,修 復作 業 も つづ け られ,バ ッテ リー 充 電 施
設 は復 旧 した.ま た,仮 設 の 充 電 操 作 小 屋 を も うけ,バ
ッテ リー 類 を 火 花等 を生 じる恐 れ の ある 機 器 と別 に 置 く
こ とに した.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃}
最 低 気 温(Min,　 temp.)　(℃ノ
平 均 気 圧 ・海 面 〔Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気FE　(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・mtn.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量:　(Mean　cloud　cover)　〔1/10)









































































1っておおわれ積雪の中に保存され記憶 され て い る.火
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堆 積 した 汚 れ 層 が 数 多 く発 見 され た.こ れ らの汚 れ 層 に1
は,肉 眼 で 明 らか に 認 め られ る25の 火 山 灰 層(velcanic
ash　band)　と注 意 深 く観 察 しな い と認 め られ ない 約2000
の}堪埃 層　(dust　band)　が あ っ た.火 山灰 層 の厚 さ は 敏 き
mmか ら最大6cmにも達 し,粒子は平均直径30～50μml
で,IOOμmを越える大粒子も多 く見られた.大多数の粒1
譲朧 朧言霧 藝の認蠕 灘1{●
風上に位置するマリーバー ドラン ドのタカへ山の火山岩1
の元素組成を比較すると良く似ていることか らバー ド基i
地のコア中の火山灰層の起源であると現在結論されてい ミ
る,肉眼で視認できるほどの火山灰層の存在する深さは 乏
1,300～1,500mで,約15,000～30,000年前の最終氷期
の末期に相当し,氷期における寒冷化 と火山灰の降下と
は時期的に対応 しているので,火 山活動が気候変動に強
い影響を及ぼしたと考えられている.
やまと環石氷原やアランヒルズ裸氷原のように限石が
大星に発見されている裸氷原には数多 くの汚れ層を観察
することができる.この汚れ層の中の粒子の直径は数10
μmで,写 真のように,微細鉱物結晶を包有したり,発
泡した形態か ら火山灰起源である火山ガラスであると確
認できる.隅石の発見される裸氷原の氷床流動は上昇流 ミ
であり氷厭 部か らの氷の流れであることから,これら}
の火山灰層は古い時代に堆積したものあろうと考えられ ξ
・… ミ
`
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